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研究成果の概要（和文）： 
OECD,PISA 読解力調査に対応出来るリーディング・リテラシーを育成する指導方法を開発

するために以下のことを行った。 

１．指導法改善に関する理論研究を完成し、わが国に合った指導理論を完成した。 

２．単元計画・指導案・詳細な授業記録・成果と課題をウェブで公開し成果の普及を図った。 

３．意識調査を集計し、総合的に分析し、具体的に指導法を改善する方策を明らかにした。 

  報告書に、事前調査と事後調査を比較し、質問項目ごとに学校段階別の変化、教師別

の変化などをグラフ化し、どのような成果が現れ、どのような課題があるかを明らか

にした。 

研究成果の概要（英文）： 
Purpose of this project is to develop teaching methods which can develop students’ 
reading literacy so that they can answer effectively in OECD-PISA Reading Literacy 
Tests. 
1. Developing a theoretical framework for teaching strategies which is best for 

Japanese teachers and students, 
2. Disclose the developed curriculum and lesson plans on our websites. 
3. Comparing pre and post test about students’ awareness of reading literacy and find 
out what kind of teaching strategies are effective. 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 3,300,000 0 3,300,000 

２００８年度 2,700,000 0 2,700,000 

２００９年度 2,900,000 0 2,900,000 

年度  

  年度  

総 計 8,900,000 0 8,900,000  

 
 
研究分野： 
科研費の分科・細目：教育学・教科教育学 
キーワード：リーディング・リテラシー，カリキュラム，学習指導，授業評価，ブッククラブ 



 
１．研究開始当初の背景 
 OECD（経済協力開発機構）は、わが国

では国立教育政策研究所が調査の主体とな

って、2003 年に２回目の PISA（生徒の学習

到達度調査）を行った。しかし、周知のよ

うに、読解力について日本の平均得点は

2000年調査では８位(522点）だったが 2003

年調査では、OECD平均と同程度の 14位（498

点）に低下した。これは、移民の子が多い

アメリカなどと同程度で、低下幅は参加国

中最も大幅であった。一方、数学と理科は

１位グループで、世界最高水準であった。

なぜ読解力だけが低水準なのだろう。 

 PISA 読解力調査（2000 年～2003 年）の

主な結果は次の通りである。 

①OECD 加盟国の平均得点（OECD 平均）と

比べると、「自由記述問題の無答率」は、

2000 年（＋８ポイント）も 2003 年（＋

８．１ポイント）も、日本が OECD 平均よ

り際だって高い。 

②2003 年調査で、無答率が OECD 平均よ

り９ポイント以上高い問題は、100％が

「自由記述」である。 

③2000 年調査と比べ、2003 年には、自由

記述問題の７割が３ポイント以上正答率

が低下している。 

④2000 年調査と比べ、2003 年に無答率が

５ポイント以上上昇した問題の６７％は、

自由記述問題である。 

  つまり、OECD 平均と比べ、日本の高校

生は、自由記述問題が不得手で無答率が

際だって高く、この傾向は 2003 年調査で

はさらに強まっている。ここのことが、

日本の高校生の読解力が低水準である主

要な原因の一つであると考えられる。 

 

２．研究の目的 
 科学研究費の交付を希望する３年間の

期間内に、次のことを明らかにしてかつ実

施する。 

(1)公開された問題と同じ問題を研究協力

校の高校１年生に解答させて、次のことを

明らかにする。 

PISA の問題は、小学生には難しすぎるの

で PISA に倣って別に問題を開発する。 

①どのような問題が得意でどのような問題

が不得手か？ 

②記述問題の解答にどのような問題点や課

題があるか？ 

③無解答だった生徒は、なぜ解答すること

ができなかったのか？ 

④PISA の問題に対して、どのような意識を

持っているか？文化的な抵抗感がないか？ 

(2)(１)の調査結果を踏まえ、研究協力者が、

国際的なリーディング・リテラシーを育て

る学習指導方法を開発し、授業実践を実施

する。 

(3)授業実践の実施後、国際的なリーディン

グ・リテラシーが育っているかどうかを事

後テストで検証する。  

 
３．研究の方法 
(1)小学校班、中学校班、高校班に分かれ

て、カリキュラム、教材、指導・評価方 

法について、具体的な研究計画を立てる。 

(2)研究分担者・指導主事は、意識調査・

実態調査の開発方法について具体的な研

究計画を立てる。 

(3)事務局が研究会議の協議を踏まえて、

事前意識調査問題を作成する。 

(4)問題については、全員がグループウェ

アで連絡を取り合い、全員が納得するま



で修正を繰り返す。 

(5)研究協力校９校に依頼して、児童生徒

及び教師に対して事前意識調査を、児童

生徒に対して実態調査を行う。 

(6)今年度は、９人の実施委員の教員が年

間各１回の研究授業を行う。 

カリキュラム、教材、指導・評価方法

案をあらかじめメールで送り全員で共有

する。 

(7)事務局が、事前意識調査と事後意識調

査を集計して比較対照し、実態調査の結

果と合わせて次のことを明らかにする。 

①事前と事後で児童生徒の意識がどのよ

うに変わったか。 

②児童生徒の意識の変化と、実態調査及

び各研究協力校における研究授業を中心

とした学習指導にどのような関連がある

か。その結果として、どのような学習指

導方法が効果があるか。 

 
４．研究成果 

OECD,PISA 読解力調査に対応出来るリーデ

ィング・リテラシーを育成する指導方法を

開発するために大学教員６名、指導主事１

１名、小学校教諭１２名、中学校教諭７名、

高校教諭６名、合計４２名の委員と連携し

て、以下のことを行った。 

(1)指導法改善に関する理論研究を完成し、

わが国に合った指導理論を完成した。 

  その成果は「ＰＩＳＡ型読解力」の弱点

を克服する「ブッククラブ」入門－多読

とディスカッションで、楽しくクリティ

カル・リーディングを育てる－（明治図

書）」として刊行した。 

(2)今までの指導法研究の成果に基づいて、

授業実施の前に、グループメールで協議

して単元計画・指導案を開発した。 

(3)小学校教諭１２名、中学校教諭７名、高

校教諭６名とともに、授業実践を行い、

事後授業研究会を行って成果を評価し

改善を図った。 

(4)単元計画・指導案・詳細な授業記録・成

果と課題をウェブで公開し成果の普及を

図った。 

(5)全国大学国語教育学会において、研究代

表者に加え、研究協力委員の中から小・

中・高校教諭各１名、合計４名が３年間

にわたって成果を発表した。 

(6)意識調査を集計し、総合的に分析し、具

体的に指導法を改善する方策を明らか

にした。 

    報告書に、事前調査と事後調査を比較

し、質問項目ごとに学校段階別の変化、

教師別の変化などをグラフ化し、どのよ

うな成果が現れ、どのような課題がある

かを明らかにした。 

(7)理論研究、授業研究、意識調査の分析 

結果を総合し、学会発表の要旨や指導 

資料と合わせて報告書を完成した。          
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計０件） 
 
〔学会発表〕（計３件） 
③有元 秀文，「ブッククラブ」はなぜグロ

ーバルコミュニケーションを育てるか？ 

－どんな指導法がどんな効果を上げるか？, 

第 118 回全国大学国語教育学会東京大会，

2010 年 5 月 30 日，東京学芸大学 

①有元 秀文，ブッククラブで学ぶ１４のリ
ーディング・ストラテジー，第 117 回全国
大学国語教育学会愛媛大会，2009 年 10 月
17 日，愛媛大学城北キャンパス 

 
②有元 秀文，読解力向上を目指したブック
クラブの指導法の開発 －理解と解釈を重
視したクリティカル・リーディングの理論
と方法－，第 116 回全国大学国語教育学会
秋田大会，2009 年５月 31 日，秋田大学 

 
〔図書〕（計１件） 



①有元 秀文，明治図書出版株式会社，「ＰＩ

ＳＡ型読解力」の弱点を克服する「ブッククラ

ブ」入門－多読とディスカッションで、楽しく

クリティカル・リーディングを育てる－，2009

年，144 ページ 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
 
○取得状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://www.nier.go.jp/arimoto/PISA/PISA
Index.html 
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